
第 26回東アジア看護学研究者フォーラム 

26th East Asian Forum of Nursing Scholars 

1 会期 

2023年 3月 10日（金）・11日（土） 

2 開催場所・会場 

東京大学本郷キャンパス（東京大学大講堂ほか） 

3 大会長 

池田真理（東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻） 

4 会議のテーマ 

Doctoral nursing education's response to the unprecedented time: Toward sustainable 

well-being 

5 参加予定者数 

国外 500人  国内 1,０00人   計 1,500人 

6 開催の形式 

ハイブリット形式（現地開催とオンライン開催の併用）

７．プログラム（案） 

第 1会場：東京大学安田講堂 

現地開催の講演、シンポジウムなどとそのライブ配信（一方向性の配信） 

事後オンデマンド（録画）配信 

会長講演 

  池田真理（東京大学） 

基調講演 

研究プログラムの構築：道なき道をいく（Developing a Research Program: Road not Taken） 

Cheryl Tatano Beck（コネチカット大学） 

シンポジウム

継続的な研究とコミュニティーでの実装に向けた取り組み（Sustainable research and implementation 

with Community） 

Rhayun Song（Chungnam National University） 

五十嵐歩（東京大学）他 
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シンポジウム

データサイエンスへの挑戦：ヘルスケアの進歩におけるデータサイエンスの役割（Toward data science: 

The role of data science in healthcare advancement） 

森本明子(大阪公立大学) 他 

シンポジウム

看護問題への質的アプローチ（Qualitative approach to nursing issues） 

Chiyoung Cha（Ewｈa Womans University） 他 

優秀演題候補 口演発表（Award Presentations） 

一般口演発表 6演題/セッション × 2 ：合計 12演題） 

第 2会場（ワークショップ会場）：東京大学内会議室 

現地開催のワークショップ（講義部分のみ事後にオンデマンド配信） 

Ｗorkshop 

看護教育における VR教材とその効果検証：VR教材の作成体験（VR teaching materials in nursing 

education and verification of their effectiveness: Creating VR teaching materials） 

春名めぐみ（東京大学）他 

Ｗorkshop 

可視性を高める：研究のＰｕｂｌｉｓｈの方法（Increase your visibility: How to publish your work） 

Karis Cheng（東京大学）他 

Ｗorkshop 

メンターとメンティーの関係性（Mentor and Mentee relationships）

Chia-Chin Lin（香港大学）

Alex Molassiotis（香港理工大学）他 

Ｗorkshop 

JBI：エビデンスに裏付けられた介入の実装（JBI: Implementation of evidence-based practice） 

山川みやえ（大阪大学）他 

Ｗorkshop 

看護理工学：ハンズオンワークショップ（Bio-engineering nursing：hands-on workshop） 

仲上豪二朗（東京大学）他 

第 3・４会場 （口演発表）：東京大学内教室 

事前録画し、オンデマンド配信、オンサイトで発表・質疑応答・ライブ配信 

一般口演発表 6演題/セッション × 5セッション × 2会場： 合計 60演題 

ポスター発表は、事前・事後のオンデマンド配信（質疑応答は掲示板で行う） 
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